
本市では、皆さんに納めていただいた税金を「どんなことに使うのか」について、
毎年、計画（予算）を立てています。今回の特集では、今年度の予算のポイントや
具体的な使い道（事業）についてお伝えします。（数字は端数調整している部分があります）

財政の健全化を進めています財政の健全化を進めています

一般会計

行政運営の基本的な経費を計
上する会計（子育てや教育、防
災、福祉、道路整備など）

1,3091,309億億2,0002,000万円万円
（前年度比＋8.1%）

特別会計など

一般会計とは区別して経理す
る会計（国民健康保険、介護保
険、競輪の運営など）

795795億億630630万円万円
（前年度比±0.0%）

企業会計

地方公営企業法に基づく公営
企業を経理する会計（上下水
道、市立四日市病院）

652652億億2,9802,980万円万円
（前年度比－1.2%）

予算額（総額）　2,756億5,610万円（前年度比＋3.4%）

本市では、「財政プラン2020」に基づき、持続可能な財政運営を行ってきました。
その結果、市債（市の借金）は着実に減少し、財政調整基金（市の貯金）も100億円以上を確保しています。
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財政調整基金（市の貯金）の残高

155,305円

民生費

　高齢者・障害者の福
祉、子どもの医療費助
成、保育所の整備、生活
保護などに使われます。

6,678円

農林水産業費

　農業・漁業などの振興
に使われます。

19,640円

公債費

　市の借入金の返済に使
われます。

2,095円

議会費

　市議会運営・活動に使
われます。

2,249円

その他

　急に支出を必要とする
場合に備えて用意してい
るお金など。

主な増減
◦新型コロナウイルスワクチン接種などに係る国庫支出金の増
◦給食センター整備や小・中学校の大規模改修に伴う
　市債の増

主な増減
◦�給食センター整備や小・中学校の大規模改修に伴う教育費
の増
◦�プレミアム付デジタル商品券の発行などによる商工費の増
◦�近鉄四日市駅周辺等整備事業の増などによる土木費の増

市民一人当たりの内訳
一般会計歳出予算
（目的別）

約423,226円
※�令和4年度歳出予算を人
口（令和4年3月31日現
在）で割った額

一般会計

規模が大きくてちょっと
イメージしづらいなあ…
市民一人当たりに
使われるお金は
どれぐらいなの？

約42万円※です。
※�市に納められた税金約23
万円に、国・県の補助金な
どを加えた金額を財源とし
て、市民一人当たり約42万
円の事業をします

コロナに打ち勝つコロナに打ち勝つ

予算予算元気回復
51,989円

教育費

　小・中学校の学校教育
や生涯学習の推進など
に使われます。

60,878円

土木費

　道路や河川、公園など
の整備や維持管理に使
われます。

16,743円

消防費

　消防・救急活動に使わ
れます。

43,310円

衛生費

　健康診断・予防接種な
どの保健衛生やごみ収集・
処理などに使われます。

47,746円

総務費

　防災や文化振興、ス
ポーツ振興などに使われ
ます。

商工費

　商工業の振興に使われ
ます。

16,593円
歳入
1,309
億円

固定資産税
367億円

個人市民税
204億円

法人市民税
50億円
事業所税
37億円

その他
59億円

市税
717億円
（＋32億円）

国庫支出金
224億円

（＋45億円）

県支出金
87億円（－1億円）

地方消費税
交付金
77億円（＋7億円）

市債
57億円
（＋14億円） その他

147億円
（＋1億円）

民生費
480億円

（＋17億円）

総務費
148億円

（－26億円）
土木費

188億円
（＋11億円）

衛生費
134億円

（＋25億円）

教育費
161億円

（＋50億円）

公債費
61億円

（－3億円）

商工費
51億円（＋20億円）
消防費
52億円（＋5億円）

農林水産業費
21億円（－3億円）

議会費
6億円（±0億円）

その他 7億円（＋2億円）

歳出
1,309
億円

令和
4年度

人口30万人以上の都市などに立地する
一定規模以上の事業所にかかる税金

17億8,151万円
17億3,128万円

2,929万円

◦道路の整備………
◦学校などの整備…
◦保育所などの整備……

主な使い道
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　わが国では、令和７年までに団塊世代がすべて後期高齢者となり、本
格的な人口減少・少子高齢化の時代を迎えようとしています。そのよう
な中、交流人口（その地域に訪れる人）や定住人口を巡る都市間競争が、
今後ますます激しくなっていくことが予想されます。
　この都市間競争を勝ち抜くため、本市では、市の競争力や魅力をより
高め、市内外の皆さんに「選ばれるまち」となることを目指しています。
　本市が、東海エリアにおける西の中枢都市として強い存在感を示し
ていけるよう、既存事業の充実や新たな取り組みにチャレンジしてい
きます。
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子育て・教育

「選ばれるまち」を目指
して

　生後間もない時期から子どもの健康状態と養育環境を把握するため、1カ月児健康診査費用の一部助成を開始します。
また、聴覚障害による音声や言語発達などへの影響を最小限とするため、任意で実施している新生児聴覚スクリーニン
グ検査にかかる費用の一部を助成します。

　支援が必要な児童に対し、特性に応じた教室を開催します。また、日常の保
育などの中でも適切な支援が行えるよう保育士などのスキルアップを図ります。
さらに障害児通所支援事業所の質の向上をねらいとした研修会を実施するほか、令和４年度から相談支援事業所の体
制強化のための補助事業などを実施し、途切れのない支援の充実に取り組みます。

　成長期にある中学生によりふさわしい給食を提供するとともに、給食を
通じて食育や地産地消を推進するため、全員が食事をとることを前提とした
中学校給食の令和５年度からの開始に向け、学校給食センターや受け入れ校の整備に取り組みます。

妊産婦・乳幼児健康診査充実事業

途切れのない発達支援事業

予算額　2,914万円

予算額　4,704万円

予算額　30億8,110万円

拡充

拡充

　児童生徒 1人１台のタブレット端末、大型提示装置などの ICT 機器を効果
的に活用し、多様な子どもたち一人ひとりの資質や能力を最大限に引き出す
ことで、「四日市市GIGAスクール構想

※

」を実現します。
　◦個別学習支援ソフトウェアの導入　　◦各学校とインターネットを接続するネットワークの増強
※1人１台のタブレット端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、これまでの学校教育と組み合わせることで、
　多様な子どもたちを誰ひとり取り残すことなく、その能力を最大限に引き出そうとする構想

　開催中止となった三
重とこわか国体・三重
とこわか大会に向けて
培ったレガシー（遺産）
を活用し、両大会の中
止により喪失したトッ
プレベルの競技を観る機会を設けるため、両大会正
式競技・種目の国際大会・全国大会の誘致を図ります。

　本市臨海部に立地するコンビナート事業所が、
2050 年のカーボンニュートラル化

※

を実現させるた
めには脱炭素化と産業振興の両立が重要な課題であ
ることから、国、三重県と連携して「四日市コンビ
ナートのカーボンニュートラル化に向けた検討委員
会」を設置し、コンビナート企業や学識経験者など
とともに検討します。
※温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること

ＩＣＴ活用による学習環境整備事業

大規模大会等
開催事業費補助金

四日市コンビナート
カーボンニュートラル推進事業

予算額　4億1,867万円

予算額　3,500万円 予算額　2,090万円

拡充

新 新

2 3文化・スポーツ・観光 産業・港湾

これらの分野に特に力を入れていきます！

8

生活・居住

（仮称）四日市市学校給食センター整備運営事業
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　近鉄四日市駅・JR 四日市駅周辺において、中央通りなども含めた駅前広場
などの整備により、中心市街地の活性化や交通機能の向上を図ります。

　令和４年に四日市公害裁判から 50年の節目を迎えることから、企画展を開
催します。また、四日市公害と環境未来館の常設展示を第４期四日市市環境計
画や SDGs を踏まえた新たな考え方、世界の環境施策などを反映するため一
部改修します。

　新型コロナウイルス感染症の早期発見、拡大防止のため、予防方法や有症状時の対応について広く市民へ情報を発
信するとともに、陽性判明後迅速に対応できるよう保健所の体制を強化します。
　また、自宅療養となる人に対し飲料や医療機器の迅速な提供や、医療機関などにおける検査に要する費用、感染者
の入院医療費を一部負担することにより、療養を支援します。

　感染拡大防止および重症化予防の観点から、初回接種（１・２回目接種）を完了した人に対して、追加接種（３回目）
の機会を提供するため、本市における接種体制の整備を行うとともに、初回接種も継続します。

　新型コロナウイルス感染症に伴う外出自粛や営業自粛により落ち込んだ地域経済の回復や、市内の事業者のキャッ
シュレス化を図るため、市内で利用可能なプレミアム付デジタル商品券を発行します。

　VRなどの最新技術を駆使し、市民が災害をよりリアルに感じることができ、実践的な対応を学ぶことができる機
材の導入や施設の改修などに向けた実施設計を行います。

　本市の南部臨海地域における消防活動拠点の機能強化を図るため、令和元年度から４カ年事業として進めている南
消防署について、改築工事を行います。

　国の地球温暖化対策計画の改定（令和３年 10月）、改正地球温暖化対策推進法（令和３年５月）に基づく再生可能
エネルギーの利用促進に対応するため、第 4期四日市市環境計画（地球温暖化対策実行計画）を見直します。

　認知症は早期に発見し、適切な治療や支援につなげることで、進行および重症化を抑える効果があることから、高
齢者が無料で簡易な認知機能検査を受診できる仕組みを整備し、認知症の早期診断を促進します。

近鉄四日市駅周辺等整備事業

防災教育センターリニューアル事業費

四日市公害判決50年関連事業

新型コロナウイルス感染症対策事業費

新型コロナウイルスワクチン接種・
接種体制確保事業費

四日市市プレミアム付デジタル商品券事業費 南消防署整備事業費

環境計画推進事業

認知症早期診断事業費

予算額　18億6,500万円

予算額　1,510万円

予算額　1億3,536万円

予算額　21億8,200万円

予算額　6億7,542万円

予算額　2,700万円

予算額　1,255万円
拡充

新

予算額　4億3,544万円

予算額　21億900万円
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交通・にぎわい 防災・消防

環境・景観

健康・福祉・医療

●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は　財政課　☎354–8130　ＦＡＸ359–0275
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